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1.会社概要

2.事業所概要

商 号：株式会社松江興業

資 本 金：800万円

売 上 高：283,826千円（2022年9月1日～2023年8月31日）

設 立：創 業 1975年（昭和50年） 4月

法人設立 1988年（昭和63年） 3月

仙台支店 1990年（平成02年） 8月 開設

本店移転 2020年（令和02年）11月

仙台支店 2020年（令和02年）11月 閉鎖

代表者名：代表取締役 高塚 浩一

本 店： 〒981-3225

（中間処理場） 宮城県仙台市泉区福岡字切沢19番1

TEL ：022-379-4476 FAX：022-379-4285

HomePage：http://www.matsue-kg.co.jp

事業内容：産業廃棄物収集運搬業

1都7県許可取得（第003270号）

産業廃棄物処分業（中間処理業）

仙台市 第05422003270号

従業員数：15名（2023年8月現在）

加盟団体：ＮＰＯ北日本木材資源リサイクル協会

一般社団法人宮城県産業資源循環協会

事業所名：株式会社松江興業

代表者名：代表取締役 高塚 浩一

所 在 地 ：〒981-3225 宮城県仙台市泉区福岡字切沢19番1

TEL：022-379-4476 FAX：022-379-4285

中間処理施設（宮城エコ・プラント）

環境管理責任者名：樋渡 真由美

担当者連絡先： 022-379-4476

事 業 概 要 ：産業廃棄物の収集運搬

中間処理及び再資源化製品の製造・販売

設立年月日：1990年（平成02年）8月

事業の規模：処理量 5,595.14ｔ（2022年9月～2023年8月）

従業員数 15名（2023年8月現在）

施設面積 約6,000坪
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■事業所沿革

有限会社松江興業 仙台支店設立
産業廃棄物収集運搬業許可取得（宮城県、仙台市）

H02年08月
12月

1990年

産業廃棄物処分業許可取得（仙台市）焼却施設（1号炉）設置
破砕施設（廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず）設置

H04年05月1992年

破砕施設（木くず）設置H06年01月1994年
焼却施設（2号炉）設置H07年11月1995年
焼却施設（3号炉）設置H10年03月1998年
破砕・圧縮固化施設（廃プラスチック類）設置 選別ライン設置H12年09月2000年
2号炉ダイオキシン対策工事完了H13年10月2001年
焼却施設（1号炉）廃止 3号炉ダイオキシン対策工事完了H14年11月2002年
圧縮梱包施設（廃プラスチック類）設置H15年11月2003年
破砕施設（ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず[廃石膏ボードに限る]）追加H17年02月2005年
破砕施設（ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類）処理能力変更H14年11月2002年
破砕施設追加（紙くず、繊維くず、ゴムくずの追加）変更H20年08月2008年
2号炉・3号炉焼却炉廃止H22年02月2010年
木くず、がれき類、廃プラスチック類、石膏ボードの再生事業者登録取得H23年01月2011年
仙台市より震災がれきの木くず処理受託（7,000ｔ）H24年03月2012年
仙台市より震災がれきの木くず処理受託（12,000ｔ）10月
特別管理産業廃棄物収集運搬業の廃止（仙台市）H25年02月2013年
エコアクション２１認証・登録取得03月
仙台市より震災がれきの木くず処理受託（7,500ｔ）04月
特別管理産業廃棄物収集運搬業の廃止（宮城県、福島県）05月
特別管理産業廃棄物収集運搬業の廃止（茨城県）H26年01月2014年
第2作業場上家完成H27年02月2015年
エコアクション21認証・更新03月
産業廃棄物収集運搬業許可取得（神奈川県）06月
産業廃棄物処分業の優良産廃処理業者認定（仙台市）08月
破砕・溶融固化施設（廃プラスチック類）設置H28年01月2016年
エコアクション21認証・更新Ｈ29年3月2017年
代表者変更 代表取締役 小澤 勝士8月
本店を栃木県真岡市へ移転H30年1月2018年
有限会社より株式会社へ商号を変更
エコアクション21認証・更新

H31年3月2019年

産業廃棄物収集運搬業許可取得（群馬県）R1年8月
本店を宮城県仙台市へ移転R2年11月2020 年
代表者変更 代表取締役 高塚 浩一

■対象施設概要

設置年月日処理能力産業廃棄物の種類施設の種類

平成18年11月01日184t/日（23t/h×8時間）
ガラスくず・コンクリートくず及び陶
磁器くず、がれき類

破砕施設-1

平成17年02月16日4.608t/日（0.576t/h×8時間）
ガラスくず・コンクリートくず及び陶
磁器くず（石膏ボードに限る）

破砕施設-2

平成20年07月08日

4.9t/日（0.61t/h×8時間）紙くず

破砕施設-3
4.6t/日（0.58t/h×8時間）繊維くず

4.8t/日（0.60t/h×8時間）ゴムくず

3.9t/日（0.49t/h×8時間）金属くず

4.9t/日（0.61t/h×8時間）廃プラスチック類

平成06年01月17日200t/日（25t/h×8時間）木くず破砕施設-4

平成15年11月17日9.6t/日（1.2t/h×8時間）廃プラスチック類圧縮梱包施設

平成12年09月25日500ｍ3/日
廃プラスチック類、繊維くず、ゴムく
ず、紙くず、金属くず、がれき類、ガ
ラス・コンクリート及び陶磁器くず、

選別施設

平成27年12月17日0.16t/日（0.02t/h×8時間）廃プラスチック類破砕・溶融固化施設
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■収集運搬量

令和4年度（2022年9月～2023年8月）

処理量（t）処分方法等廃棄物等種類処理方法等

1,446.51木くず

収 集 運 搬

208.83がれき類

478.52廃プラ

1,321.53ガラス陶磁器

5.67繊維くず

369.46紙くず

229.81金属くず

0ゴムくず

4,743.68収集運搬量合計

高さ幅⻑さ最大積載量台数車 種

273cm219cm619cm3.7t2台4t脱着装置付
コンテナ専用車

261〜291cm218〜223cm617〜866cm2.7〜4.1t5台ユニック車
198cm169cm469cm3.0t2台3tダンプ

容器 種類・保有個数・サイズ一覧

令和4年度（2022年9⽉〜2023年8⽉）
処理量（t）処分方法等廃棄物等種類処理方法等

1,667.79選別・破砕木くず

中間処理

605.37選別・破砕がれき類
525.09選別・破砕・圧縮梱包・破砕-溶融固化廃プラ

1,442.98選別・破砕ガラス陶磁器
8.80選別・破砕繊維くず

374.88選別・破砕紙くず
259.98選別・破砕金属くず

0選別・破砕ゴムくず
5,595.14中間処理合計

■処分量
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■産業廃棄物収集運搬・処分業許可一覧

許 可 品 目
許可年月日

有効期限

優

良

許可地

許可番号

8
※廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、
※ガラス・コンクリート・陶磁器くず、※がれき類

令和2年6月14日
令和7年6月13日

東京都

13-00-003270

8
※廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、
※ガラス・コンクリート・陶磁器くず、※がれき類

令和2年7月3日
令和7年5月17日

埼玉県
01105003270

8
※廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、
※ガラス・コンクリート・陶磁器くず、※がれき類 (廃プラスチック類、金属くず、
ガラス・コンクリート・陶磁器くずは、水銀使用製品産業廃棄物を含む。）

平成30年10月12日
令和7年6月3日

●
茨城県

00801003270

8
※廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、
※ガラス・コンクリート・陶磁器くず、※がれき類

令和3年12月21日
令和8年12月20日

栃木県
00900003270

11
燃え殻、廃油、※廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴ
ムくず、金属くず、※ガラス・コンクリート・陶磁器くず、※がれき類

令和4年12月01日
令和11年11月30日

●
宮城県

00400003270

7
※廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、※ガラス・コンクリー
ト・陶磁器くず、※がれき類 (廃プラスチック類、金属くず、ガラス・コンクリート・
陶磁器くずは、水銀使用製品産業廃棄物を含む。）

平成30年07月17日
令和7年07月16日

●
福島県

00707003270

8
※廃プラスチック類、紙くず、木くず、ゴムくず、金属くず、※ガラス・コンクリー
ト・陶磁器くず、※がれき類、繊維くず

令和2年8月4日
令和7年5月24日

千葉県
01210003270

20

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、※廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊
維くず、動植物性さ、ゴムくず、金属くず、※ガラス・コンクリート・陶磁器くず、鉱
さい、※がれき類、動物の糞尿、動物の死体、ばいじん、13号廃棄物、動物系
固形不要物

令和元年8月5日
令和6年8月4日

群馬県
01000003270

※赤字は石綿含有産業廃棄物を含むを示す。収 集 運 搬 （積替・保管を除く）

許 可 品 目
許可年月日

有効期限

優

良

許可地

許可番号

8
廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、

ガラス・コンクリート・陶磁器くず、がれき類

令和4年5月29日

令和11年8月16日
●

仙台市

05422003270

中間処分
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■処理工程図
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３．環境方針

１ 環 境 方 針

持続的発展可能な資源循環型社会の構築に向けて、産業廃棄物の収集･運搬及び処理･処分

業に関わっている弊社では、常に周辺環境への影響を配慮し、環境への負荷の削減と低減及び

汚染の予防を図り継続的な環境改善活動を進めて参ります。

２ 基 本 指 針

１ . エコアクション21に基づく環境経営システムに取組み、環境関連の法令、条例等の規制事項を

遵守するとともに、地域・業界・顧客の環境関連要求事項に配慮しつつ、環境活動の継続的改善

を図る。

2．環境目標及び行動計画として下記の重点項目を設定し、必要に応じて見直すことによって、環境方針に整合

した活動を行う。

①電力消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

②収集運搬車両及び施設内重機等に伴う二酸化炭素排出量の削減

③受託した産業廃棄物の再資源化率の向上

④一般廃棄物の削減

⑤節水

⑥周辺地域社会への社会的貢献

⑦グリーン購入の推進

３ 環境コミュニケーションを通じて、環境活動の状況を内外に伝達する。

４ 全従業員が環境管理の重要性を認識し、この環境方針を周知する。

平成20年09月01日 制定

令和 2年12月01日 改定

株式会社 松 江 興 業

代表取締役 高塚 浩一
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4.実施体制の構築（組織図）
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令和５年度令和４年度令和３年度
暫定基準値
(R2年度実績)

単位目標項目と削減計画 R5.9～R6.8R4.9～R5.8R3.9～R4.8

目標目標目標
98.5%A×99.0%A×99.5%A×A

電力 74237 74614 74991 75368kWh使用量
52257 52522 52788 53053 kgCO2排出量

98.5%A×99.0%A×99.5%B×B

ガソリン 2482 2495 2507 2520L使用量
5764 5793 5822 5851 ｋｇCO2排出量

98.5%A×99.0%A×99.5%C×C軽油
（施設重機） 18991 19087 19184 19280L使用量

49832 50085 50338 50591 ｋｇCO2排出量
98.5%A×99.0%A×99.5%D×D軽油

（車両） 32309 32473 32637 32801 L使用量
84779 85209 85639 86070 ｋｇCO2排出量

98.5%A×99.0%A×99.5%E×E

LPG 266 267 269 270 ｋｇ使用量
798 802 806 811 ｋｇCO2排出量

98.5%B×99.0%B×99.5%B×B灯油
（暖房用） 194 195 196 197L使用量

484 486 488 491 ｋｇCO2排出量

98.5%G×99.0%G×99.5%G×G
一般廃棄物

1888 1898 1907 1917ｋｇ

0.6%F+0.4%F+0.2%F+F
再資源化

76.6%76.4%76.2%76.0%％再資源化量
節水の取組水使用量

地域美化活動への積極的な参加
地域への貢献

施設周辺の定期的な清掃活動
教育・訓練の実施教育訓練の実施

※ 水使用量の削減について
① 地下水を使用していますが、条例等で地下水メーターの設置義務がありません。
② 使用記録なしの為省略しましたが、「節水」に取組みます。

※ 電力の二酸化炭素排出係数は、東北電力㈱の2020年度実績係数0.457を適用。

5.環境目標と計画
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結果と今後の取組評価実績
(R4実績値)

実施状況取組事項と内容
目標達成

今後の取組
計画を立て効率のより施設の稼働を行うようにす
る。
原単位も導入し、廃棄物処理量増加により、処理
施設の稼働時間が増加し、電気使用量が増えてい
る事が判明。施設を効率よく稼働させるように心
がける。

○

74,616

67,416

7,200

9.03

削減目標［kWh/h］
実績 ［kWh/h］
削減量 ［kWh/h］
削減率 ［％］

電気使用削減
①事務所
・待機電力の削減（パソコン等）
・エアコン等のフイルターの定期清掃
・空調の適温化
・不必要な電気の消灯
②場内施設
・夜間休日は施設の主電源を切る
・施設は使用時以外主電を切る
･稼動時間の効率化を行う

目標達成

今後の取組
次年度以降も、適切な温度設定を心がける。

○
195

119

76

61.02

削減目標［ℓ］
実績 ［ℓ］
削減量 ［ℓ］
削減率 ［％］

灯油使用量削（冬季のみ使用）

目標達成

今後の取組
使用状況に応じて給湯器の設定温度をこまめに変
更する。○

269

251

50

0.81

削減目標［kg］
実績 ［kg］
削減量 ［kg］
削減率 ［％］

LPG使用量削減
・湯沸し器等の種火を切る

目標達成

今後の取組
継続して、アイドリングストップ、走行速度の遵
守し取り組む。

○

2,495

1,621

874

0.65

削減目標［ℓ］
実績 ［ℓ］
削減量 ［ℓ］
削減率 ［％］

ガソリン使用量削減
・アイドリングストップ
・急加速、急停止等をしない
・空気圧等の定期点検
・エコドライブ

目標達成

今後の取組
使用する状況に応じて効率よく稼働させ、アイド
リングストップ、走行速度の遵守し、使用量削減
に取り組む。
原単位を導入し、廃棄物量増加＝使用燃料増加。
廃棄物の状態に応じた荷下ろし、選別を行うよう
にする。

○

19,087

18,810

277

0.98

削減目標［ℓ］
実績 ［ℓ］
削減量 ［ℓ］
削減率 ［％］

軽油使用量削減(施設重機)

・アイドリングストップ
・重機の走行速度の遵守
・作業量に見合う使用重機の選定
・日常点検

目標未達成

今後の取組
仕事量の増加に伴い、使用燃料も増加。
取組は、継続して、アイドリングストップ、走行
速度の遵守を行い、使用量の削減に取り組む。
原単位を導入し、昨年度より走行距離に対して、
燃料を多く使用していた。

×

32,473

38,192

▲5,719

▲17.61

削減目標［ℓ］
実績 ［ℓ］
削減量 ［ℓ］
削減率 ［％］

軽油使用量削減(車両)

・アイドリングストップ
・走行速度の遵守
・急加速、急停止等をしない
・空気圧等の定期点検
・エコドライブ

目標未達成

今後の取組
今回、目標は未達成となったが、次年度も
環境活動に沿った活動を推進する。

×

142,375

154,283

▲11,908

▲8.36

削減目標［kg-CO2］
実績 ［kg-CO2］
削減量 ［kg-CO2］
削減率 ［％］

二酸化炭素排出係数換算
購入電力排出係数0.523(kg-CO2/kWh)

灯油排出係数 2.492(kg-CO2/MJ)

LPG排出係数 3.002(kG-CO2/MJ)

ガソリン排出係数2.322(kg-CO2/MJ)

軽油排出係数 2.590(kg-CO2/MJ)

目標達成

今後の取組
極力廃棄物を出さないような工夫を行い削減
に取り組む。

○

1,604

1,553

51

0.96

削減目標［kg］
実績 ［kg］
削減量 ［kg］
削減率 ［％］

一般廃棄物削減
・分別の徹底
・コピー用紙の両面使用

目標達成
水道メーター等の設置が無いが、今後とも節
水に努める。

○
削減目標

水使用量

目標未達成

今後の取組
今後も極力再資源化に努める。
前年度同様に、ガラス陶磁器等(最終処分廃
棄物)、再利用先等の安定的な処理先の開拓
が求められる。

×

76.4

73.4

▲3.0

目標率 ［％］
実績率 ［％］
向上率 ［％］受託した産業廃棄物の

再資源化の向上
全廃棄物量/再資源化量

６．環境活動計画の内容と取組結果の表か、次年度の取組内容
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７．環境関連法規等のとりまとめ
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８．教育訓練の実施
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■実施状況写真

１．ＥＡ２１の取組

２．資源リサイクル活動
（１）リサイクル促進の為、ごみの分別作業を実施

３．地域美化活動の実施
市道沿線の清掃活動

2022.11.25

2022.10.13 2023.7.13

2023.6.20

14



９.代表者による全体の表か及び見直しの記録

１.令和４年度環境目標取組状況（2022年9月から2023年8月）
情報提供日：2023年11月22日 作成：EA事務局 土井

評価： 環境目標が「達成できた」、「達成できなかった」は単なる結果で評価ではない。
「達成できた場合」は目標の設定方法や取組方法に問題はなかったか、次年度の目標の設定方法や
取組方法をどの様に考えるかを明らかにする。

「達成できなかった場合」はその原因を明確にし、次年度の目標や対応策を明らかにする

評価結果目標環境目標項目

こまめな節電、気配り、計画的な稼働を考
慮して行い、
原単位も導入し、状況を把握を行っていく。kWh/年

達成
67,416

R2年度実績1.0%減
74,616kWh/年

CO2排出量削減
電気使用量kWh

冬季のみ使用。
適正温度に設定し、今後も削減に取り組む。

Ｌ/年
達成
119

R2年度実績1.0%減
195Ｌ/年

CO2排出量削減
灯油使用量Ｌ

今後も給湯器の設定温度を用途に合わせて
設定を行う。

kg/年
達成
251

R2年度実績1.0％減
267kg/年

CO2排出量削減
LPG使用量kg

アイドリングストップ、走行速度の遵守し、
エコな運転を行う。

L/年
達成

1,621
R2年度実績1.0%減

2,495L/年
CO2排出量削減
ガソリン使用Ｌ

作業状況や廃棄物量を考慮し、効率よく作
業を行い、削減できるように取組みを行い、
次年度については、原単位を導入し、状況
を把握していく。

L/年
達成

18,810
R24年度実績1.0％減

19,087L/年
CO2排出量削減
施設軽油使用Ｌ

アイドリングストップ、走行速度の遵守を
継続して行い、継続して取組みを行う。
原単位により、走行距離と燃料使用量も把
握していく。

L/年
未達成
38,192

R2年度実績1.0％減
32,473L/年

CO2排出量削減
車両軽油使用Ｌ

極力コンパクトに廃棄物をまとめ排出を行
い、今後も継続して削減に取り組む。

Kg/年
達成

1,553
R2年度実績1.0％減

1,604kg/年
一般廃棄物量

削減 ㎏

再資源化できる廃棄物の受入が多い場合、
再資源化比は増加する。昨今多様化した廃
棄物も多く、再資源化が困難になってきて
いる現状であるが、今後も継続して取組み
を行う。

％
未達成
73.4

R2年度実績0.4%増
76.4％

受託した廃棄物の
再資源化比％

次年度への提案結果と評価目標見直し項目

行政、核教会等の通知確認や講習会に参
加し、情報収取を怠らなようにする。登録法規類は順守されている。

環境関連法規
順守状況1

今後も継続して取り組んでいく。搬入経路である周辺道路の清掃作業
を行う。

地域美化活動2

２.その他の取組状況

社長指示項目見直し項目

達成できた目標は、さらに削減に取り組む。環境目標1

関連法規等の改正動向に注意を払い、見逃しの無いように引き続き情報収
集を積極的に行う。

環境関連法規2

地域住民とのコミュニケーションを図り、地域の催事事業等に貢献する。情報収集3

環境方針、環境目標ともに現行のまま継続して行う。環境マネジメントステムの見
直し、変更の必要性について4

３.見直しの結果（総括）
作成日：2023.11.30 代表取締役 高塚 浩一
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